
穴
正
流
年
四
月
六
目
第
留
郵
郵
弼
物
認
可
大
磁
洗
雄
四
旦
手
七
二
印
嗣
納
本
（
毎
月
一
回
一
二
獲
行
）

　
　
　
大

第
　
正

五
第
九

巻
五
碑

第
＋
明

五
號
日

柵
．
．　

　
　
行

現
高
圭
観
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
丈
學
士
河
瀬
憲
次

藝
術
家
の
悩
み
：
：
：
：
：
：
・
・
交
學
士
　
成
　
瀬
　
無
　
極

親
脇
戸
璽
過
程
の
剛
般
牲
質
・
：
・
丈
愚
土
黒
田
　
源
弐

フ
ィ
ヒ
プ
の
歴
史
哲
學
（
承
前
）
：
・
交
雛
士
　
久
　
保
　
正
　
央

睡
眠
に
就
て
・
：
：
・
：
：
：
・
：
・
丈
墨
士
深
田
　
武

彙
報
新
署
紹
介
；
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：

レ銭一1

匙
丁

内部圏凹凹大國帝都京

　會墨哲都京



京
都
哲
學
會
規
則

第
一
繰
本
町
チ
京
都
哲
學
曾
ト
稠
ス

第
＝
僚
　
本
會
ハ
廣
義
昌
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
　
本
・
曾
ハ
前
回
ノ
一
日
的
｝
チ
憶
運
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
泰
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
回
研
究
曾
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
春
款
二
回
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
回
難
誌
『
哲
雛
研
究
』
チ
獲
行
ス

餓
躍
四
條
　
塞
・
曾
鄭
務
所
チ
京
都
帝
國
大
鍋
交
學
部
内
＝
躍
ク

餓
謝
就
條
　
本
願
曾
ノ
雛
瓢
藁
チ
紹
替
ス
ル
爲
メ
晶
左
ノ
伽
収
概
ハ
チ
麗
ク

　
　
一
、
委
艮
（
若
干
名
）
京
霜
気
國
大
墨
丈
學
部
哲
學
科
鍛
官
及
委
員
會

　
　
　
　
昌
盛
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
一
、
姫
辺
隅
脚
（
一
名
）
一
委
員
ム
田
島
於
テ
劇
川
瓢
卿
ス

第
六
條
本
會
ノ
趣
旨
昌
終
岡
ス
ル
春
ハ
何
入
昌
テ
モ
曾
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
圃
書
僧
、
数
育
曾
、
其
他
ノ
團
膿
ハ
其
翻
盟
ノ
名
チ
以
テ
入
曾
ス
ル

　
コ
ト
チ
得

第
七
條
　
一
員
ハ
曾
費
ト
シ
テ
年
三
圓
四
拾
鏡
、
晶
尉
後
二
期
…
晶
分
ケ
テ
前
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

二
世
八
焔
瞭
　
命
n
目
只
ハ
本
A
胃
ノ
二
種
ノ
會
ム
胤
醜
鴨
爾
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
且
ツ
難
誌
『
哲

　
鶴
研
究
』
ン
配
付
チ
受
ク

第
九
條
本
會
規
則
ノ
改
正
姻
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
昌
依
ル

京
都
哲
益
益
役
員

委
員

書
　
記

丈
山
陵
士
　
波

丈
學
漏
斗
G
西

交
學
三
士
　
朝

丈
學
士
　
千

丈
學
博
士
　
狩

　
　
　
　
　
米

交
學
博
士

丈
學
博
士

丈
藩
士

丈
學
士

丈
學
簿
士

丈
學
博
士

丈
學
簿
士

交
學
博
士

交
學
博
土

丈
學
士

費澤小藤深松野瀬務田緊

緊村西井田本上田壷　瀬田斑葉永田多

　專健文　 遽裁庄　三幾野
方太重治康三俊壽理ec太直胤＋多精

治郎直郎算郎夫藏作元郎郎喜成郎郎一



　
　
　
　
會
　
　
告

要
る
五
月
九
目
（
日
曜
日
）
午
後
正
一
時
よ
り
本
官
春
季
公
開
講
演
會
を
左
の
如

く
開
催
致
心
見
御
來
聴
被
下
墨
此
段
御
難
内
申
上
簗
　
敬
具

隅
、
會
　
場
　
　
京
都
帝
國
大
竃
法
病
識
第
一
教
室

醐
、
演
題

　
エ
ジ
プ
ト
の
藝
術
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
・
博
士
　
松
本
文
三
郎
君

　
印
度
佛
塔
の
欄
楯
に
於
け
る
華
文
彫
刻
に
就
て
　
文
學
士
　
澤
村
專
太
郎
君

　
　
大
正
九
年
五
月
圃
日
　
　
　
京
都
哲
學
會



、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
　
墨
　
醗
　
究
　
　
策
五
十
號

摂
　
　
け
礁
來
ぬ
と
思
ふ
。

5　
　
　
虞
百
目
な
る
醗
課
の
鋼
作
に
も
ま
し
て
困
難
な
る
は
、
わ
れ
等
が
常
に
癌

　
　
切
に
感
じ
て
み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
・
殊
に
カ
ン
ト
や
フ
ィ
ヒ
テ
等
の
如
く
、

　
　
非
常
に
深
奥
な
る
思
想
を
ば
特
急
な
る
論
理
と
迂
蝕
曲
折
ぜ
る
表
現
と
に
盛

　
　
れ
る
も
の
に
聾
し
て
は
、
こ
の
困
難
は
一
燈
大
な
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
　
原
下
形
の
思
想
に
鋤
す
る
深
き
理
解
と
厚
き
岡
惜
と
語
學
に
封
ず
る
充
分
の

　
　
自
信
を
有
す
る
人
に
し
て
始
め
て
此
の
困
難
を
克
服
す
こ
と
が
出
來
る
と
思

　
　
ふ
Q
両
し
て
こ
の
鮎
に
於
て
本
書
は
全
く
課
者
に
其
の
人
を
得
た
と
言
は
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
本
課
を
精
細
に
原
語
に
封
照
す
れ
ば
、
丈
法
上
の
解

　
　
羅
の
相
異
よ
り
し
て
異
見
を
挿
み
得
る
箇
所
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
又
は
㎜
半

　
　
な
る
不
注
意
や
活
字
の
誤
り
と
思
は
る
る
も
の
（
例
へ
ば
、
く
。
謎
富
昌
Φ
口
が
、

　
　
△
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
△
△

　
　
思
惟
す
る
、
（
二
四
頁
）
、
§
菌
宅
算
鶏
巨
肖
§
が
實
霧
的
肉
界
性
、
（
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
ム

　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
｝
貝
）
日
隔
昏
が
鰯
行
、
（
八
○
頁
）
一
Ω
9
①
犀
ぴ
釦
Φ
6
9
冒
Φ
≦
μ
謎
し
自
冨
鼠
じ
訟
が
思
惟
の
客

　
　
槻
（
五
一
四
頁
）
｛
と
な
っ
て
み
る
如
き
、
）
の
爲
め
に
意
昧
が
慶
昧
と
な
り
、

　
　
又
言
ひ
ま
わ
し
方
の
前
後
ぜ
る
た
め
に
意
味
の
不
徹
底
を
來
た
し
た
密
な
揚

　
　
合
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
岬
然
し
此
の
如
き
は
少
数
の
箇
所
に
止
ま
u
．
、
全
盤

　
　
よ
り
嘗
へ
ば
、
　
非
常
に
嗣
到
に
し
て
眞
面
目
な
る
用
意
と
原
著
に
封
ず
る
深

　
　
き
洞
察
と
、
駈
そ
の
論
理
と
氣
分
と
を
表
は
す
に
麹
當
な
る
、
精
細
に
し
て
生

　
　
氣
あ
り
含
蓄
ぴ
る
表
現
と
に
り
て
、
　
或
る
黙
ま
で
充
分
に
繰
課
と
し
て
の
本

二
二

誰
の
匿
的
が
實
現
せ
ら
れ
て
み
る
と
思
ふ
。
巻
頭
に
有
釜
な
る
序
設
と
、
附

鎌
に
親
切
に
し
て
興
味
深
き
フ
ィ
ヒ
テ
の
無
講
が
そ
へ
て
あ
る
。
前
き
に
は
、

カ
ン
ト
の
「
序
説
」
及
び
「
第
二
批
判
」
、
近
く
ぱ
、
デ
カ
ル
ト
の
「
方
法
論
…
、

省
察
、
原
理
」
が
邦
語
に
移
さ
れ
、
今
又
こ
の
大
な
る
ク
ラ
シ
ヅ
ク
〇
一
つ

が
、
邦
語
と
な
っ
て
わ
れ
等
に
與
へ
ら
る
る
に
至
っ
た
こ
と
を
思
ひ
、
わ
れ

等
は
、
わ
が
思
想
界
の
爲
め
に
大
な
る
再
び
に
堪
え
な
い
と
共
に
、
　
こ
の
便

値
あ
る
意
義
あ
る
、
而
か
も
非
常
に
困
難
な
る
磁
器
を
ば
全
ふ
せ
ら
れ
た
課

者
の
努
力
に
濡
し
て
深
き
感
謝
を
表
し
た
い
と
思
ふ
。
　
果
京
、
大
村
書
店
獲

行
、
定
償
金
宵
寝
、
（
世
良
細
事
）
。

　　

@　

@　

�
w
購
書
籍
…
…
羅
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
コ
イ
鵬
テ
簿
識
學
序
論
及
舞
礎
丈
三
士
近
藤
哲
雄
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
回
書
　
店

　
哲
學
薙
誌
、
丁
ハ
酋
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
棄
洋
弓
轟
、
　
六
合
讐
誌
、

六
條
回
報
、
學
校
敏
育
、
内
外
教
育
騨
論
、
敏
育
學
術
界
、
数
育
界
、
数
育

研
究
、
教
育
疇
論
、
東
京
湾
育
、
静
岡
敏
盲
、
近
江
教
育
、
岐
阜
教
育
、
三

重
敦
冑
、
愛
知
敏
育
、
編
市
之
育
、
儒
濃
教
育
、
佐
賀
教
育
、
藝
備
敏
育
、

長
崎
縣
教
育
、
愛
媛
敏
育
、
京
部
奨
衛
艶
聞
、
丈
化
蓮
動
、
日
華
公
論
。



翻號前

喜
劇
と
妄
想
（
承
前
Y
：
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美
の
本
資
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承
前
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：
・
：
：
・

フ
ィ
ヒ
テ
の
歴
更
哲
學
：
・
：
：

優
良
兇
敏
育
の
洛
革
：
・
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：
：

彙
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・
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二
：
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・
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・
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；
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．
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・
：
・
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瞳
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博
士
　
今
村
　
新
吉

・
、
：
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；
：
：
丈
學
薄
士
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多
郎

・
：
：
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・
：
・
：
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丈
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士
久
保
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夫
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丈
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猷
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●
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會告贋定

一
、
本
直
へ
入
曾
希
望
ノ
方
ハ
直
接
本
會
宛
テ
畠
御
申
込
破
下
慶
陳

　
一
、
団
員
畠
シ
テ
韓
居
セ
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
直
チ
篇
其
旨
御
報
一
頃
下

　
　
度
候

　
輔
、
・
禽
四
蒲
箕
ハ
蠣
隅
紬
留
回
窟
僻
大
蘭
腸
漁
ゆ
O
凸
（
山
ハ
血
騨
盛
W
、
雷
耶
畑
仰
麟
田
葱
照
愈
圏
⊥
堀
∵
7
昌

　
　
御
佛
込
被
F
度
候

　
一
、
本
誌
ノ
編
輯
＝
關
ス
ル
蓮
儒
及
紹
介
・
薪
刊
書
・
交
換
雑
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
曾
宛
テ
晶
御
螢
逸
被
下
慶
嫉

　　

@　

@　

@　

@
鯨
帯
嚇
螺
大
静
京
都
哲
翠
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
ロ
座
大
阪
墨
〇
六
六
晒
骨

　
　
　
　
　
　
鍛

一
　
　
　
　
　
　
当

日
　
　
紐
（
前
金
）

十
　
二
　
冊
（
前
金
）

「
定
　
　
　
　
　
償
　
［
郵

一
日
　
四
　
　
拾
　
鈍
一
金

［
金
武
闘
四
拾
鏡
「
不

一
金
四
圓
八
姶
鏡
不

喪申串

税
鈍受受

廣
告
豊

一
頁
　
　
金
拾
　
　
圓

雫
頁
　
　
金
六
　
　
圓

文親定

◎
工
員
に
あ
ら
ざ
る
講
曝
者
の
御
駐
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
慶

「
交
日
日
へ
御
開
聞
込
下
さ
れ
「
押
目

◎
本
誌
の
御
鍵
交
は
す
べ
て
代
金
郵
税
爽
前
金
に
て
御
逸
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
…
送
金
は
（
東
宗
二
八
O
番
）
蜜
交
館
｝
宛
に
願
上
候

◎
前
金
切
れ
の
揚
合
は
幣
封
に
「
一
箸
金
切
」
の
印
章
細
月
捺
敷
す
べ
き
に

　
付
直
に
御
岳
込
下
さ
れ
度
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
白
煙
拾
銭
御
山
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
鰍
口
及
領
牧
轡
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
鍵
鳥
肉
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
九
年
四
月
二
＋
七
周
印
刷
納
本

大
正
九
年
五
月
　
一
　
日
襲
　
　
行

載靱禁

編
輯
者

右
代
衷
春

第
五
十
同

製複許不

壷
行
奢

印
判
麿

印
嗣
所

第
五
巻

箪
五
艇

京
都
帝
國
大
學
交
學
部
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

喪
　
嚴
　
方
　
治

大
葉
　
久
　
吉

同
趣
市
恥
棒
欄
極
麟
お
騙

青
柳
十
一
郎

廉
直
市
中
込
瓢
市
谷
頒
賀
町

麟
　
丁
　
目
　
十
　
　
二
　
播
　
地

秀
英
舎
第
一
工
揚

襲
行
所
蟹
甑
離
職
慰
書
寳
文
白

襲
費
元
影
野
転
置
顧
罷
砧
寳
文
館

費
捌
所

（
東
京
）

上
田
動

勢
斎
館

東
京
堂
、
東
海
堂
、

（
大
阪
）
盛
文
館

（
陰
欝
）
賓
丈
館

北
二
二
、

（
京
都
）



白白白州師等高京学白

熱

離

布
襲
全
　
一
冊

｛
疋
槽
夙
ム
艦
山
ハ
圓
五
拾
鱒
例

邊
料
金
武
拾
四
鏡

該
博
の
知
識
と
最
新
に
し
て
卓
越
せ
る
見
識
と
を
以
て
．
倫
理
學
の
亘
細
を

詳
叙
せ
ら
れ
た
る
本
書
は
、
既
刊
の
倫
理
書
中
一
頭
地
を
抜
き
、
紙
藪
萱
干

参
百
除
頁
悉
く
金
玉
の
文
字
に
満
つ
。
斯
學
の
研
究
に
志
す
士
及
び
文
検
受

験
者
諸
君
の
是
非
一
讃
を
要
す
る
好
著
た
り
。

布
装
全
　
一
書

定
債
金
蓼
圓
五
拾
銭

逡
料
金
拾
八
鐘

本
書
は
斯
道
新
進
の
大
家
た
る
吉
田
先
生
が
倫
理
學
の
要
義
を
懇
切
に
記
述

せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
嚢
費
以
來
好
評
噴
々
、
既
に
十
藪
版
を
車
ぬ
。

弊
館
は
此
の
絶
好
の
名
著
を
紳
士
・
淑
女
の
座
右
に
す
＼
む
る
を
光
榮
と
す
。

幸
に
一
本
を
求
め
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

東京④喚呼館0大阪

哲
學
研
究
　
第
五
十
號
鱗
駈
雛
跡
野
掛
籏
譜
監
）
（
大
正
近
箏
四
月
六
日
第
三
騨
郵
便
物
認
可
）
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旧
領
金
四
拾
銭


